


















































































































































































































































"123456789" 40 47.1 0
"51712789" 13 15.3 4
"115456789" 	6 	7.1 1
"59200789" 	6 	7.1 2
４　今後の具体的な展開
残される課題としては、マイクロQRコード
のデコードの精度向上、マーカの再検討、大容
量通信システムの実装およびシステムの統合の	
4つの方向性の検討が必要である。
デコードの精度向上としては、前述の通り、
誤り訂正機能を実装することによって、いくつ
かのモジュールに誤検知が発生した場合におい
ても、その誤りを訂正して、正しい情報を取得
することが期待される。
一方、現在のマーカは、既存の	マイクロQR
コードをそのまま利用することを意図した設計
になっている。しかし、提案したマーカは図7
に示すように非常に大きい。より小型化するた
めには、より単純なマーカを導入することが考
えられる。また、本マーカはその目的のために
新たに設置されたものであり、車体デザインを
無視している。前者に対しては、より単純なマー
カとして iQRコードの利用が考えられる。iQR	
コードは、より少数のモジュールで高い密度で
情報を重畳することが可能であるとともに、長
方形の形状が意図されているなど、その形状に
より高い柔軟性を持つ。また、後者に対しては、
iQR	コードなどを参考にして、独自マーカを
設計することが考えられる。例えば、全ての車
両に設置が義務付けられているナンバープレー
トの中の数字と地の色の変化の中に情報を重畳
するなど、デザイン性に向上ならびに違和感の
低減を図ること期待される。
映像のような大容量の情報を車両間で交換
するためには、高速な通信路を確保する必要が
ある。それらの目的に対しては、既存の電波を
利用した各種無線通信規格の利用が期待される
が、それらの多くは、事前に通信相手の IDが
既知であることを前提としており、出会い頭の
車両同士の通信にそのまま利用できるわけでは
ない。この問題に対しては、赤外線などを利用
した見通しのみで局所的に通信する手段を利用
して、隣接したことを条件に IDを交換した上
で、前述の大容量の無線通信を確立することが
考えられる。
最後にシステムの統合を目指す。提案手法で
推定した車両間の相対位置関係に基づいて、映
像の視点変換を実装する。視点変換した映像に
対して、先行車両における防眩のためにマスク
を適用して先行車両の車体領域	[3]	にのみその
映像を投影する。映像を投影するためには、そ
の投影機器を開発しなければならない。現状
の法規においては、プロジェクタのような新た
な点滅する光源を搭載することは禁止されてい
る。しかし、ヘッドライト自体をプロジェクタ
化して路面に投影するシステムが提案されてい
るように、車両による外部への映像投影の需要
は今後ますます高まってきていると考えられ
る。規制緩和を期待しながら、許容される形態
を検討し続ける必要があると思われる。
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